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に
刺
激
さ
れ
、
土
居
真
俊
氏
の
発
議
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
会
員
は
総
員
六
十
二
名
ほ
ど
の
小
さ
な
学
会
で
あ
り
、
発
題

者
は
東
西
宗
教
、
と
く
に
仏
教
側
と
キ
リ
ス
ト
教
側
と
の
交
流
を
学

問
的
な
概
念
化
を
通
し
て
遂
行
し
よ
う
と
す
る
、
き
わ
め
て
ユ
ニ

ー
ク
な
学
会
で
あ
る
。
東
西
宗
教
の
学
問
的
交
流
の
た
め
米
国
の 

Society for Buddhist-C
hristian Studies 

と
協
力
関
係
に
あ
る
。
学

術
大
会
は
、
年
一
回
（
夏
）
で
開
催
さ
れ
る
。
学
会
発
表
お
よ
び
討

論
は
学
会
の
学
術
雑
誌
『
東
西
宗
教
研
究
』
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。」

東
西
宗
教
交
流
学
会
の
第
一
回
学
術
大
会
は
一
九
八
二
年
七
月

二
六
〜
二
八
日
に
京
都
の
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
開
催
さ
れ
、
そ

こ
で
本
学
会
が
発
足
と
な
っ
た
。
初
代
会
長
に
は
土
井
真
俊
氏
、
幹

事
に
は
キ
リ
ス
ト
教
側
か
ら
ヤ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
フ
ト
氏
、
本
田

昨
年
に
続
く
コ
ロ
ナ
禍
で
例
年
通
り
の
学
術
大
会
開
催
が
困
難

に
な
っ
た
こ
と
を
機
に
、こ
れ
ま
で
の
本
学
会
の
歩
み
を
振
り
返
り
、

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
協
議
す
る
時
間
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
議
論
の
資
料
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
本
学
会
の
活
動
を
ま
と
め
、

そ
こ
か
ら
考
え
ら
れ
る
問
題
点
を
い
く
つ
か
取
り
出
し
て
み
た
い
。

本
学
会
の
設
立
の
経
緯
と
初
期
の
活
動

ま
ず
、
南
山
宗
教
文
化
研
究
所H

P

内
に
あ
る
本
学
会
のH

P
上

の
紹
介
文
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

「
東
西
宗
教
交
流
学
会
は
一
九
八
〇
年
六
月
、
ハ
ワ
イ
大
学
で
開

催
さ
れ
た
第
一
回 East-W

est Religions in Encounter 

国
際
学
会

東
西
宗
教
交
流
学
会
の
歩
み
と
今
後
に
つ
い
て

氣
多
雅
子
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正
昭
氏
、
八
木
誠
一
氏
、
仏
教
側
か
ら
石
田
慶
和
氏
、
坂
東
性
純
氏

が
就
任
し
た
。
現
在
で
は
物
故
さ
れ
た
か
、
本
学
会
の
活
動
か
ら
退

い
て
お
ら
れ
る
方
々
で
あ
る
。
設
立
の
経
緯
と
趣
旨
に
つ
い
て
は
、

八
木
誠
一
氏
「
東
西
宗
教
交
流
学
会
小
史
」（『
東
西
宗
教
研
究
』
第

六
号
）
に
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

実
は
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る
試
み
は
第
二
五
回
学
術
大

会
（
二
〇
〇
六
年
）
で
も
な
さ
れ
て
い
る
。「
東
西
宗
教
交
流
学
会

の
意
義
に
つ
い
て
」
と
い
う
大
会
テ
ー
マ
が
掲
げ
ら
れ
、
大
会
記
録

は
会
誌
第
六
号(

二
〇
〇
七
年)

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
南
山
宗
教

文
化
研
究
所
に
置
か
れ
た
当
学
会
の
事
務
局
が
過
重
負
担
と
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
二
〇
〇
五
年
の
総
会
で
学
会
解
散
の
話
が
持
ち
上
が

り
、
そ
れ
ま
で
の
活
動
の
総
括
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
理
事
会
お
よ
び
総
会
で
議
論
し
た
結
果
、
事

務
局
の
業
務
を
軽
減
し
、
学
会
の
運
営
の
仕
方
を
改
善
す
る
こ
と
で

学
会
を
存
続
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

討
議
さ
れ
た
主
要
テ
ー
マ

こ
れ
ま
で
学
術
大
会
で
討
議
さ
れ
て
き
た
テ
ー
マ
は
以
下
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。（
八
木
誠
一
氏
「
東
西
宗
教
交
流
学
会
小
史
」

に
お
い
て
こ
の
４
項
目
に
分
類
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
踏
襲
し

た
。
基
本
的
に1982

〜2000

年
ま
で
は
八
木
誠
一
に
よ
り
、
そ
れ

以
降
は
発
表
題
目
に
よ
っ
て
分
類
し
た
が
、
網
羅
で
は
な
い
。
特
に

④ 

は
発
表
題
目
で
は
な
く
、
テ
ー
マ
を
書
き
抜
い
た
。）

①  

仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
対
話
に
お
い
て
重
要
な
役
を
果
た
し

た
思
想
家
の
立
場
を
め
ぐ
っ
て

1982

〜2006

年 :

「
滝
沢
克
己
」「
久
松
真
一
」「
土
井
真
俊
」

「
西
田
幾
多
郎
」「
西
谷
啓
治
」「
阿
部
正
雄
」「
小
野
寺
功
」「
Ｃ
・

Ｇ
・
ユ
ン
グ
」「
上
田
閑
照
」

2007

〜2021

年
：
「
ヤ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
フ
ト
」「
田
辺
元
」

「
河
波
昌
」「
上
田
閑
照
」「
八
木
誠
一
」

② 

仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
、
宗
教
間
対
話

1982

〜2006

年
：
「
イ
エ
ス
と
禅
」「
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教

の
接
点
」「
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
（
可
逆
・
不
可
逆
）」「
東
西

霊
性
交
流
を
め
ぐ
っ
て
」「
仏
教
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
へ
」「
仏
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秘
主
義
〉〈
宗
教
哲
学
〉〈
信
と
知
〉〈
回
心
〉〈
生
命
〉〈
環
境
〉

〈
倫
理
〉〈
宗
教
と
社
会
〉〈
宗
教
と
文
学
〉

二
〇
〇
六
年
ま
で
の
共
通
理
解
の
確
認

第
六
回
大
会
に
お
い
て
、
大
会
の
テ
ー
マ
を
決
め
る
際
の
共
通
理

解
が
確
認
さ
れ
た
。

第
一
に
、
発
足
時
の
方
針
と
し
て
「
ま
ず
最
近
の
思
想
家
が
仏
教

と
キ
リ
ス
ト
教
の
比
較
、
対
話
な
ど
の
領
域
で
い
か
な
る
仕
事
を
し

た
か
を
確
か
め
よ
う
」と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。思
想
家
と
い
う「
人
」

に
焦
点
を
当
て
た
の
は
、
異
宗
教
と
の
対
話
は
思
想
家
の
主
体
的
な

自
己
変
革
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
思
想
だ
け
で
な
く
、

そ
の
人
の
体
験
や
実
践
ま
で
含
め
た
総
体
を
扱
う
必
要
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で 

① 

の
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
人
を
基
盤
と
し
て
宗
教
観
対
話
と
し
て 

② 

の
テ
ー
マ
が

設
定
さ
れ
た
。

第
二
に
、
本
学
会
の
共
通
の
地
盤
が
宗
教
哲
学
（
西
田
哲
学
を
ひ

と
つ
の
モ
デ
ル
と
す
る
）
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
宗
教
哲
学

教
と
キ
リ
ス
ト
教
─
行
論
へ
の
展
開
」「
マ
リ
ヤ
と
マ
ー
ヤ
ー
」

「
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
見
た
場
所
」「
タ
ウ
ラ
ー
に
お
け

る
宗
教
間
対
話
」

2007

〜2021
年
：
「
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
み
た
《
場

所-

二
重
世
界
内
存
在
》」「
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
に
お
け
る

〈
絶
対
の
無
限
の
開
け
〉」「
宗
教
間
対
話
に
お
け
る
言
語
の
問

題
」「
宗
教
間
対
話
と
文
明
間
対
話
」「
イ
エ
ス
の
言
葉
／
禅

の
言
葉
」「
対
話
へ
の
道
程
」

③ 

仏
教
論

1982

〜2006

年
：「
原
始
仏
教
」「
大
乗
仏
教
」「
禅
」「
浄
土
教
」

「
唯
識
」

2007

年
以
降
：
「
浄
土
仏
教
の
世
界
」

④
宗
教
間
対
話
に
お
け
る
重
要
テ
ー
マ

1982

〜2006

年
：〈
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉〈
象
徴
〉〈
場
所
〉

〈
言
葉
〉〈
空
の
思
想
〉〈
輪
廻
〉〈
神
〉〈
死
〉〈
霊
性
〉〈
自
然
〉

2007

〜2021

年
：
〈
身
体
〉〈
経
験
〉〈
宗
教
経
験
〉〈
い
の
ち
〉

〈
絶
対
無
〉〈
人
格
性
と
非
人
格
性
〉〈
科
学
〉〈
脳
科
学
〉〈
神
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本
学
会
の
意
義
と
目
的
に
つ
い
て

本
学
会
は
、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
宗
教
哲
学
的
な
レ
ベ
ル

で
の
相
互
理
解
、
相
互
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
目
的

と
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か

と
い
う
こ
と
が
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
き
た
。
会
誌
第
六
号
・
第
七
号

か
ら
そ
の
議
論
の
一
端
を
挙
げ
て
お
く
。

八
木
誠
一
氏
は
こ
う
論
じ
て
い
る
。

本
学
会
は
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
関
係
に
関
す
る
あ
る
共
通
の

方
向
を
打
ち
出
す
こ
と
を
課
題
と
し
て
担
っ
て
い
る
。
自
己
批

判
・
相
互
批
判
を
媒
介
と
し
て
、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
共
通

の
根
を
発
見
し
、
掘
り
起
こ
す
共
同
作
業
に
具
体
的
に
取
り
組

む
べ
き
で
あ
る
。
本
学
会
の
共
通
の
地
盤
が
西
田
を
一
つ
の
モ

デ
ル
と
す
る
宗
教
哲
学
で
あ
る
な
ら
ば
、
西
田
の
「
場
所
論
」

が
そ
の
た
め
の
共
通
の
「
場
」
と
な
り
う
る
と
考
え
る
（
第
六

号
）。

八
木
洋
一
氏
は
こ
う
論
じ
て
い
る
。

仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
対
話
を
通
し
て
〈
宗
教
〉
と
し
て
の

の
立
場
で
、
最
初
は
相
互
の
宗
教
を
学
び
合
お
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
ま
ず
仏
教
、
次
に
キ
リ
ス
ト
教
を
学
ぼ
う
と
い
う
こ
と
で
テ
ー

マ
が
選
ば
れ
た
。
そ
れ
が
仏
教
を
テ
ー
マ
と
し
た 

③ 

で
あ
り
、
次

に
キ
リ
ス
ト
教
論
が
続
く
は
ず
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
、本
学
会
は「
概

論
的
勉
強
会
」
と
い
う
よ
り
「
宗
教
哲
学
的
研
究
討
議
会
」
で
あ
る

と
い
う
批
判
が
出
て
、
第
一
二
回
大
会
か
ら
は
こ
の
方
向
は
止
め
に

な
っ
た
。
両
教
に
関
す
る
一
般
的
知
識
は
会
員
の
前
提
条
件
で
あ
る

と
い
う
考
え
方
を
と
る
。

そ
こ
で
、
大
会
の
テ
ー
マ
は
②
と
④
に
重
心
が
置
か
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。（
な
お
第
三
五
回
大
会
の
テ
ー
マ
「
浄
土
教
の
世
界
」

は
仏
教
の
勉
強
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
れ
は
前
年
第
三
四
回
大
会

の
テ
ー
マ
「
西
田
哲
学
と
キ
リ
ス
ト
教
」
を
受
け
て
、
西
田
哲
学
の

背
景
に
あ
る
浄
土
教
を
仏
教
の
立
場
に
即
し
て
論
じ
よ
う
と
い
う
趣

旨
の
も
の
で
あ
っ
た
。）
二
〇
〇
七
年
以
降
は
基
本
的
に
こ
の
方
向

が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
折
に
触
れ
て
「
人
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
こ
と

が
あ
る
が
、
主
と
し
て
そ
れ
は
、
本
学
会
を
牽
引
し
て
き
た
方
々
と

直
接
に
思
想
的
対
話
を
行
う
機
会
を
も
つ
た
め
で
あ
っ
た
。
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す
る
と
い
う
方
向
に
進
ん
だ
。
そ
の
探
究
の
方
向
が
適
切
か
ど

う
か
が
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
第
六
号
）。

「
ヤ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
フ
ト
の
著
作
に
お
け
る
宗
教
思
想
」
と

い
う
Ｊ
・
Ｗ
・
ハ
イ
ジ
ッ
ク
氏
の
発
表
で
取
り
出
さ
れ
た
ブ
ラ
フ
ト

氏
の
考
え
は
こ
う
で
あ
る
。

宗
教
間
対
話
は
、
ま
ず
思
想
の
対
話
で
あ
り
、
特
定
の
宗
教
的

伝
統
を
も
っ
て
徹
底
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
世
界
観
を
も
つ
個

人
と
個
人
と
の
間
の
話
し
合
い
で
あ
る
。
種
々
の
宗
教
的
伝
統

の
相
違
点
に
つ
い
て
「
話
し
尽
く
す
」
と
と
も
に
、
キ
リ
ス
ト

教
の
西
洋
に
お
け
る
精
神
史
と
そ
れ
と
大
い
に
異
な
る
東
洋
に

お
け
る
精
神
史
と
の
「
両
方
通
行
の
橋
」
を
架
け
る
こ
と
を
、

自
分
の
役
割
と
考
え
て
い
る
。
本
学
会
の
活
動
を
そ
の
一
環
と

す
る
（
第
七
号
）。

（
た
だ
し
ブ
ラ
フ
ト
氏
は
、
対
話
の
基
盤
と
な
し
得
る
と
考
え
て
き

た
西
田
幾
多
郎
の
思
想
に
根
本
的
な
問
題
が
あ
る
と
主
張
す
る
よ
う

に
な
る
。）

「
共
通
の
基
盤
」
は
何
か
を
明
確
に
し
、「
宗
教
の
本
質
」
究
明

に
徹
し
た
こ
と
が
本
学
会
の
特
性
で
あ
る
。
異
宗
教
間
の
対
話

は
そ
れ
自
体
が
、「
解
釈
学
的
主
体
」
に
よ
るrelevant

な
宗

教
象
徴
と
し
て
創
造
的
行
為
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
対
話
が
成

り
立
つ
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
「
解
釈
学
的
主
体
」
の
実
現
を

意
味
し
、
そ
の
主
体
を
介
し
て
「
宗
教
の
形
」
の
自
己
変
革
の

道
が
開
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
対
話
を
含
む
交
流
が
、〈
宗
教
〉

の
第
一
義
的
な
現
実
性
で
あ
る
（
第
六
号
）。

氣
多
雅
子
は
こ
う
論
じ
て
い
る
。

一
般
的
に
宗
教
間
対
話
の
目
的
と
さ
れ
る
①
相
互
理
解
、
② 

対
話
を
通
し
て
の
「
宗
教
的
真
理
」
の
探
究
、
③
具
体
的
な
問

題
に
つ
い
て
の
合
意
形
成
、
の
う
ち
、
本
学
会
は
①
と
②

を
目
的
と
す
る
。
参
加
者
を
会
員
と
承
認
さ
れ
た
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
に
限
定
し
、
議
論
に
長
時
間
を
費
や
す
と
い
う
形
態
を
と
る

こ
と
に
よ
り
、
深
層
レ
ベ
ル
の
相
互
理
解
の
追
求
そ
れ
自
体
が

「
宗
教
的
真
理
」
の
探
究
と
な
る
こ
と
を
示
し
た
。
本
学
会
の

議
論
は
概
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
の
共
通
の
根
源
を
追
究
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あ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
四
に
、
京
都
学
派
の
宗
教
哲
学
を
宗
教
間
対
話
の
共
通
の
基

盤
と
す
る
と
い
う
こ
と
が
通
用
し
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
ポ
ス
ト
形
而
上
学
と
い
う
こ
と
が
語
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
の
な

か
で
は
、
宗
教
哲
学
に
つ
い
て
徹
底
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

第
五
に
、
宗
教
間
対
話
に
つ
い
て
の
問
題
意
識
や
京
都
学
派
の

哲
学
の
捉
え
方
に
、
世
代
的
な
差
が
生
じ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
役
員
の
高
齢
化
で
、
そ
の
捉
え
方
の
違
い
が
学
会
の
活
動
に
反

映
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

第
六
に
、
発
起
人
お
よ
び
初
期
の
活
動
を
担
っ
た
先
生
方
が
ご

不
在
の
今
日
、
い
ま
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
形
は
不
適
当
で
は
な
い
か
。

発
表
者
を
限
定
し
な
い
こ
と
、
会
員
の
自
由
発
表
を
増
や
す
こ
と
が

必
要
で
あ
ろ
う
。

け
た
・
ま
さ
こ 

京
都
大
学
名
誉
教
授

本
学
会
の
問
題
点
に
つ
い
て

以
上
の
よ
う
な
本
学
会
の
活
動
を
振
り
返
る
な
か
で
、
問
題
点
が

指
摘
さ
れ
得
る
。
多
く
の
会
員
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
次
の
よ
う
に

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
本
学
会
で
の
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
関
係
に
不
均
衡

が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。キ
リ
ス
ト
教
側
に
対
話
へ
の
関
心
が
強
く
、

仏
教
側
は
受
け
身
の
傾
向
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
実
務
の
負
担
も
キ
リ

ス
ト
教
側
に
偏
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
現
代
世
界
の
問
題
状
況
で
は
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
以
外

の
宗
教
と
の
対
話
が
必
要
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
イ
ス
ラ
ー
ム
と

の
対
話
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
宗
教
間
の
対
話
以
上
に
い
ま
必
要
な

の
は
宗
教
者
と
世
俗
者
間
の
対
話
で
は
な
い
の
か
。

第
三
に
、
現
代
で
は
宗
教
間
対
話
そ
の
も
の
の
重
要
性
が
低
く

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
現
代
で
は
、
宗
教
間
の
対
立
・
抗
争

よ
り
も
宗
教
内
部
で
の
対
立
・
分
裂
の
方
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
ま
た
、
宗
教
の
違
い
が
紛
争
の
要
因
で
あ
る
よ
う
に

見
え
て
も
、
実
質
的
要
因
で
あ
る
の
は
経
済
や
政
治
な
ど
の
問
題
で


